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機械センター部門 ○鈴木務士、萩原司、齋藤昭吾、三ツ木寛尚、木間順一 

 

 

１．はじめに    

機械系の技術職員の業務には研究支援や実験実習支援など様々なものがあるが、その中

でも共通するものとしてはものづくりである。汎用機やＮＣ工作機械を用いて部品や装置

を作製する他、３Ｄプリンタや溶接など多岐に渡る。ものづくりをする上で特に溶接は、

方法を学べば直ぐにできるようになるわけではなく、ある程度の期間を経て技能を習得す

ることになる。また、溶接には、ガス溶接をはじめ半自動溶接やアーク溶接など複数種類

の溶接法があり、そのうちの一つを習得するにも多くの時間を費やすことになる。溶接の

仕上がりをきれいで頑丈なものにするには、日々の鍛錬が必要となる。 

本研修会は、溶接（ガス溶接、アーク溶接、半自動溶接等）技能の向上を目指して、基

礎から応用までの技能習得をすると共にこの研修を通して得られた技能を業務に活かすこ

とを目的として実施してきた。参加条件としては、業務で溶接を行う者を対象とした（資

格[特別教育・免許]を取得している者に限る）。本件では、溶接技能向上研修会 2017 の実

施報告をする。 

 

２．実施内容 

参加者は理工学系技術部機械センター部門から６名で、講師として参加者の一人である

萩原司技術職員に依頼した。萩原職員は群馬大学理工学部に着任する前に、民間企業で溶

接関係に携わってきているため講師として適任であった。２０１７年６月より開始し、月

に２回程度、１回に２～３時間で合計１０回実施した。実施場所は、研究推進支援センタ

ーマシンショップの溶接場でおこなった。第１回～第７回まではＴＩＧ溶接と半自動溶接

を主として行い、第８回に被覆アーク溶接、第９回・１０回はガス溶接・溶断を行った。 

 

３．おわりに 

今年度は参加者が溶接の取り扱い方や技術の習得に集中したため、実践的な溶接や技術発表

等の実績はないが、基礎的な溶接や箱作りなど多くの事ができた。当初計画していた溶接のす

べてを実施することができなかったが、要となる部分は実施することができたため本研修会の

目的を概ね達成できたと考えている。今後も、定期的に溶接の講習会や訓練をする機会を作っ

ていきたい。 

 

謝謝謝謝    辞辞辞辞 

 この研修会を行なうにあたって、溶接の技術指導及び準備に協力をして下さいました萩

原司技術職員には大変感謝致します。また、溶接場所や工具類等を快くご提供下さいまし

たマシンショップにも感謝致します。 


